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令和２年７月 経営経済動向調査結果（要約） 

宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会 

宇城久地域ビジネスサポートセンター（宇治商工会議所・城陽商工会議所・久御山町商工会） 

 

 宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会では、景気動向を把握するために、宇治・城陽・久御

山区域内に有する企業を対象にアンケート調査を行った。 

 今回は、令和２年１月～６月期実績と、令和２年７月～１２月期予測についての調査を本年７月に実

施。４２５社から回答（回答率４２.５％）を得た。 

 

１.業界の景気 

 各企業に関する業界の景況感を全業種でみると、令和２年上期実績は「上昇」とした企業が４.３％、

「下降」と回答した企業が７７.８％、ＢＳＩ値が▲３６．８と、景気が減退傾向にあったところに新型

コロナウイルス感染症の影響が重なったことで、大幅なマイナスを示す結果となった。特に新型コロナ

ウイルス感染症については、収束時期が見通せないことから、令和２年下期予測についても「上昇」と

「下降」の乖離幅はさらに広がり、ＢＳＩ値は▲３７.４と、先行きに悲観的な見方をしている企業が多

い結果となった。 

 業種別の上期実績では、年度末に公的受注が増加する建設業以外の業種で「下降」と回答した企業が

それぞれ７５％を超え、ＢＳＩ値も▲３５を超えている。建設業でもＢＳＩ値は▲２７.１で、新型コロ

ナウイルス感染症が全業種に影響していることがうかがえる。 

 規模別の上期実績では、Ａ・Ｂ規模企業ともにＢＳＩ値は大幅なマイナスを示しているが、下期予測

では、Ｂ規模企業でさらに悲観的に捉えている企業が多い結果となっている。 
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全 業 種 11.8 45.7 ▲17.0 9.8 49.4 ▲19.8 4.3 77.8 ▲36.8 3.6 78.4 ▲37.4 

 製 造 業 10.1 53.9 ▲21.9 9.8 57.2 ▲23.7  3.8 79.0 ▲37.6 4.2 81.6 ▲38.7 

 

卸・小売業 10.8 51.4 ▲20.3 5.7 57.1 ▲25.7  4.6 75.4 ▲35.4 0.0 77.4 ▲38.7 

飲 食 業 8.3 54.2 ▲22.9 9.1 54.5 ▲22.7  0.0 96.6 ▲48.3 6.9 89.6 ▲41.4 

運輸・通信業 0.0 26.7 ▲13.3 0.0 53.3 ▲26.7  0.0 76.9 ▲38.5 0.0 84.7 ▲42.4 

建 設 業 19.6 26.8 ▲3.6 18.5 25.9 ▲3.7  10.5 64.6 ▲27.1 4.2 61.7 ▲28.8 

サービス業 15.4 29.2 ▲6.9 9.2 32.3 ▲11.5  4.1 77.5 ▲36.7 4.1 73.5 ▲34.7 

Ａ規模企業 9.9 39.7 ▲14.9 10.7 40.5 ▲14.9 6.1 73.1 ▲33.5 8.6 71.6 ▲31.5 

Ｂ規模企業 12.4 47.9 ▲17.7 9.4 52.8 ▲21.7 3.9 78.9 ▲37.5 2.4 80.1 ▲38.9 

（注）ＢＳＩ値とは、企業経営者の景気全般の見通しについて、強気、弱気の度合を示すもので、プラ

スならば「強気」「楽観」、マイナス（▲）ならば「弱気」「悲観」を意味する。 

   算出方法は、上昇回答から下降回答を差し引きし、２分の１を乗じて計算する。 

   またＡ規模企業は従業員２０人以上の企業で、Ｂ規模企業は１９人以下の企業。 
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２.自社の操業度 

 各企業における操業度について、全業種平均のＢＳＩ値をみると、令和２年上期実績では▲３２.７と、

令和元年下期実績の▲１０.４から２２.３ポイントも下降した。これは前回調査時の上期予測▲１３.

８よりもはるかに厳しい数字で、新型コロナウイルス感染症の影響は、各企業に想定以上の落ち込みを

もたらしたことが伺える。また、令和２年下期予測では、多くの企業でこの状態が今後も続くと見てい

るからかＢＳＩ値▲３４.９と更なる悪化を予測している。 

 業種別の上期実績では、特に新型コロナウイルス感染症対策により行政から時短営業や営業自粛の指

導があった飲食業では、「上昇」と回答した企業が０、「下降」と回答した企業が９０％を超え、ＢＳＩ

値は▲４６.８を示したほか、建設業以外の業種でもＢＳＩ値は▲３０を超え、厳しい状況が続いている。 

３.企業経営動向 

・生産又は売上高 

 各企業における生産又は売上高について全体的にみると、令和元年下期実績のＢＳＩ値▲１２.６が、

令和２年上期実績では▲３４.１と大幅に悪化した。また、令和元年下期予測のＢＳＩ値も▲３４.１で、

多くの企業では当分この状態が続くことを予測している。 

 業種別に上期実績をみると、時短営業や営業自粛に対応していた飲食業の業績悪化が突出しており、

「減少」と回答した企業が１００％を占める結果となっている。 

・営業利益 

 各企業における営業利益を全体的にみると、景気の減速傾向を見込んで▲１６.３であった令和２年上

期予測のＢＳＩ値を超え、令和２年上期実績は▲３２.６と大幅に悪化した。来期予測でも“業界の景気”

等が大幅に悪化しており、先行きが見えない現状から、ＢＳＩ値は更なる減少が予測されている。 

・雇用の状況 

 各企業における雇用の状況を全体的にみると、令和２年上期実績ＢＳＩ値は▲５.５と横ばい推移して

いる。来期予測をみると「増加」と回答の企業が減少、ＢＳＩ値も▲８.５に悪化しており、コロナ禍で

人員の現状維持が困難な企業も増加していると思われる。 

４.当面の経営上の問題点 

 各企業における経営上の問題点で、全企業を平均して最も多いのは「売上・受注不振」の７４.１％で

あり、ついで「求人難」１８.８％、「商品価格･受注単価安」１８.６％、「人件費の高騰」１７.６％、

「原材料価格高」１４.８％の順になっており、「売上・受注不振」が突出していることがわかる。 

 業種別にみると、全ての業種で「売上・受注不振」を一番目に挙げており、飲食業（８７.５％）、製

造業（８０.１％）、卸・小売業(７０.８％)の３業種で回答の７割を超えている。また規模別でみても、

Ａ規模企業（６４.６％）、Ｂ規模企業（７６.４％）とも「売上・受注不振」を一番目に挙げている。 

５.新型コロナウイルス感染症での影響や不安点について 

 新型コロナウイルス感染症での影響や不安点について、最も多い回答は３１６社の「売上の減少」で、

回答事業者の７８.４％を占めた。ついで多かったのが「停滞している経済活動の回復」で２１３社、回

答事業者の５２.９％であった。さらに「従業員の雇用維持」については１３０社（３２.３％）が、「資

金繰りの悪化」については９６社（２３.８％）が不安に感じている一方で、「従業員や顧客など身近な

感染者の発生」についても１１５社（２８.５％）が不安に感じており、各企業においても、当面は経済

活動の再開と感染拡大の防止を天秤にかけた難しい事業選択を迫られている状況である。 

 しかしながらコロナ禍の現状にあって、「業態転換への取り組み」を既に開始されている企業も２７社

（６.７％）存在し、現状の打開と企業の存続のために知恵を絞られている。 


